
頁 該当箇所 誤 正 更新日

529 図6　FRACTURE類似撮影法
（3T装置にて撮像）のうち，
右下 fの画像

2023/6/20

『臨床スポーツ医学2023年5月号（40巻5号）』

正 誤 表

株式会社文光堂

（2023 年 6 月 20 日作成）
本書におきまして，下記の通り記載内容に誤りがございました．訂正してお詫びいたします．

CT による被曝をなくす CT-like MRI

撮像できる装置は現時点では限られている．ま
た，初期分離症でみられる関節突起間部下端のわ
ずかな骨吸収像や不完全骨折の検出能や骨癒合評
価の有用性に関してはMDCTとの対比などのさ
らなる検討が必要である．しかし，MDCTの代用
となる検査となれば放射線被曝をなくすことが可
能となり，さらに医療費の削減にも貢献でき，患
者への利益は大きいことが確実である．MRIで得
られる骨髄信号パターンと CT-like MRIでの骨形
態を併せた脊椎分離症の病期分類や骨癒合評価が
新たな診断のスタンダードになる可能性にも期待
ができる．

3Dグラディエントエコー法と比べると汎用性が
低い．

● 臨床例
　図 2に初期腰椎分離症患者の画像を，図 3に終
末期腰椎分離症患者の画像を，図 7に関節突起間
部の骨癒合をMDCTおよび CT-like MRI両方で経
過観察できた症例の画像を提示する．

● 今後の展開
　CT-like MRIは比較的新しい撮像法であり，
UTE，ZTE，FRACTUREおよびその類似撮像法が
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a b図 6▶ FRACTURE 類 似撮
像法（3T装置にて撮像）
a　TE＝4.6msec 画像
b　TE＝9.2msec 画像
c　TE＝13.8msec 画像
d　TE＝18.4msec 画像
e　TE＝23msec 画像
f 　CT-like MRI
5 種類の TEで取得した画像
（a～e）を加算および差分処
理し，さらに白黒反転表示
することで，CT-like MRI
（f）を取得する．
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CTによる被曝をなくすCT-likeMRI

撮像できる装置は現時点では限られている．ま
た，初期分離症でみられる関節突起間部下端のわ
ずかな骨吸収像や不完全骨折の検出能や骨癒合評
価の有用性に関してはMDCTとの対比などのさ
らなる検討が必要である．しかし，MDCTの代用
となる検査となれば放射線被曝をなくすことが可
能となり，さらに医療費の削減にも貢献でき，患
者への利益は大きいことが確実である．MRIで得
られる骨髄信号パターンと CT-like MRIでの骨形
態を併せた脊椎分離症の病期分類や骨癒合評価が
新たな診断のスタンダードになる可能性にも期待
ができる．

3Dグラディエントエコー法と比べると汎用性が
低い．

● 臨床例
 図 2に初期腰椎分離症患者の画像を，図 3に終
末期腰椎分離症患者の画像を，図 7に関節突起間
部の骨癒合をMDCTおよび CT-like MRI両方で経
過観察できた症例の画像を提示する．

● 今後の展開
 CT-like MRIは比較的新しい撮像法であり，
UTE，ZTE，FRACTUREおよびその類似撮像法が
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像法（3T装置にて撮像）
a　TE＝4.6msec 画像
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c　TE＝13.8msec 画像
d　TE＝18.4msec 画像
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f 　CT-like MRI
5 種類の TE で取得した画像
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